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新
た
な
建
設
文
化
は
ぐ
く
む
時
代
に

多
様
な
人
材
が
心
寄
せ
合
い
改
革
推
進
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平
成
の
時
代
は
建
設
産
業
に
と
っ
て
波
乱
の
時
代
だ

っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
平
成
元
年
の
一
九
八
九
年
度

に
建
設
投
資
が
初
め
て
七
〇
兆
円
を
突
破
し
、
当
時
は

労
働
者
不
足
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
。
若
者
の
建
設

離
れ
を
食
い
止
め
よ
う
と
官
民
で
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
に
も
本
腰
を
入
れ
始
め
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。

　

建
設
投
資
額
は
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
度
に
ピ
ー

ク
を
迎
え
、
バ
ブ
ル
崩
壊
に
伴
う
景
気
回
復
策
の
影
響

も
加
わ
り
、
約
八
四
兆
円
に
達
し
た
。
そ
の
後
は
減
少

傾
向
に
転
じ
、
国
内
の
建
設
需
要
は
長
期
低
迷
が
続
い

た
。
バ
ブ
ル
期
に
不
動
産
開
発
な
ど
造
注
に
傾
注
し
た

建
設
会
社
を
中
心
に
、
会
社
更
生
法
や
民
事
再
生
法
の

適
用
を
申
請
す
る
企
業
が
相
次
い
だ
。

　

二
○
○
○
年
代
半
ば
に
は
建
設
業
界
が
旧
来
の
し
き

た
り
か
ら
決
別
し
よ
う
と
す
る
強
い
改
革
姿
勢
を
示
し
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
経
営
を
一
段
と
重
視
す
る
動
き
が

広
が
っ
た
。
建
設
産
業
の
持
続
的
発
展
に
向
け
て
従
来

の
法
制
度
や
枠
組
み
、
組
織
体
系
な
ど
の
見
直
し
も
多

方
面
で
進
展
し
て
い
っ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
が
発
生
す
る
前
年
の
二
○
一
○
（
平

成
二
十
二
）
年
度
に
は
約
四
一
兆
円
ま
で
落
ち
込
ん
だ

建
設
投
資
は
、
震
災
を
境
に
増
加
に
転
じ
た
。
昨
年
末

に
は
政
府
が
総
事
業
費
七
兆
円
に
上
る
「
防
災
・
減
災
、

国
土
強
靱
化
の
た
め
の
3
か
年
緊
急
対
策
」
を
決
定
す

る
な
ど
、
重
要
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
へ
の
重
点
投
資
に
対

す
る
国
民
の
理
解
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
。「
公
共
事
業

か
、
北
九
州
の
防
備
に
当
た
っ
た
防さ

き

人も
り

な
ど
無
名
の
人

た
ち
が
詠
ん
だ
長
歌
や
短
歌
な
ど
約
四
、五
〇
〇
首
が

収
め
ら
れ
て
い
る
。
学
校
の
教
科
書
に
も
取
り
上
げ
ら

れ
る
な
ど
、
多
く
の
国
民
に
知
ら
れ
る
歌
集
で
あ
り
、

国
書
で
は
初
め
て
の
元
号
出
典
と
な
っ
た
。

　

実
際
に
典
拠
と
な
っ
た
歌
は
梅う

め
の
は
な花

の
歌
三
二
首
の

序
文
か
ら
引
用
さ
れ
た
。
歌
の
序
文
に
は
「
初
春
の
令れ

い

月げ
つ

に
し
て
、
気き

淑よ

く
風
和や

わ
ら

ぎ
…
」
と
い
う
表
現
が
あ
り
、

新
元
号
は
そ
の
中
の
二
文
字
を
組
み
合
わ
せ
て
い
る
。

令
和
に
は
「
人
々
が
美
し
く
心
を
寄
せ
合
う
中
で
、
文

化
が
生
ま
れ
育
つ
」
と
い
っ
た
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い

る
そ
う
だ
。

　

改
元
に
当
た
り
、
平
成
の
三
〇
年
余
り
を
振
り
返
る

＝
悪
」
と
い
う
風
評
が
広
が
り
、
縮
小
が
進
ん
だ
公
共

投
資
へ
の
風
当
た
り
も
、
平
成
の
終
わ
り
に
は
だ
い
ぶ

和
ら
い
で
き
た
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

人
口
減
少
で
従
来
モ
デ
ル
見
直
し

グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
に
活
躍
の
場
を
広
げ
る

　

人
口
減
少
に
よ
る
社
会
・
経
済
へ
の
影
響
が
急
速
に

拡
散
し
、
各
産
業
界
で
は
従
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

維
持
す
る
こ
と
が
一
段
と
難
し
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
社

会
全
体
で
人
材
不
足
の
問
題
が
深
刻
化
す
る
な
か
、
建

設
業
で
は
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
な

ど
最
先
端
の
技
術
・
シ
ス
テ
ム
を
取
り
込
み
な
が
ら
現

場
の
生
産
性
向
上
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
一
方
で
働
き

方
改
革
な
ど
に
よ
っ
て
産
業
自
体
の
魅
力
を
高
め
、
人

材
を
確
保
・
育
成
す
る
取
組
み
も
推
進
し
て
い
る
。

　

新
時
代
の
令
和
で
は
、
こ
う
し
た
動
き
が
一
段
と
加

速
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
生
産
年
齢
人
口
が
激
減

し
、
日
本
人
だ
け
で
十
分
な
労
働
力
を
確
保
で
き
な
い

こ
と
を
踏
ま
え
、
政
府
は
外
国
人
が
よ
り
柔
軟
に
働
く

こ
と
が
で
き
る
環
境
整
備
を
国
策
と
し
て
展
開
し
て
お

り
、
建
設
産
業
も
そ
の
動
き
は
無
視
で
き
な
い
。

　

外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
を
拡
大
す
る
改
正
出
入

国
管
理
法
（
入
管
法
）
が
四
月
一
日
に
施
行
さ
れ
、
新

た
な
在
留
資
格
（
特
定
技
能
）
が
創
設
さ
れ
た
。
建
設

分
野
で
の
適
正
・
円
滑
な
受
け
入
れ
の
実
現
に
向
け
、

業
界
団
体
な
ど
で
組
織
す
る
新
法
人
「
建
設
技
能
人
材

特
集
な
ど
も
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
で
見
ら
れ
た
。
近
代
に

入
っ
て
か
ら
他
国
と
の
戦
争
が
続
い
た
明
治
・
大
正
・

昭
和
期
を
経
て
、
迎
え
た
平
成
で
は
平
和
憲
法
に
基
づ

き
武
力
に
よ
る
戦
争
は
抑
止
さ
れ
た
。
そ
れ
だ
け
を
見

れ
ば
穏
や
か
な
時
代
だ
っ
た
と
思
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
バ
ブ
ル
崩
壊
か
ら
「
失
わ
れ
た
二
〇
年
」
と

呼
ば
れ
る
低
成
長
が
続
い
た
平
成
の
時
代
は
、
戦
後
の

高
度
成
長
期
を
経
て
世
界
を
代
表
す
る
経
済
大
国
に
上

り
詰
め
た
わ
が
国
の
自
信
と
実
力
が
揺
ら
い
だ
時
代
で

も
あ
っ
た
。

波
乱
に
満
ち
た
平
成
の
三
〇
年
余

バ
ブ
ル
崩
壊
か
ら
震
災
、国
土
強
靱
化
へ

機
構
」（
Ｊ
Ａ
Ｃ
）
が
同
日
付
で
始
動
。
建
設
産
業
が
こ

れ
ま
で
以
上
に
外
国
人
材
を
活
用
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
後
押
し
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
「
建
設
技
能
者
元
年
」
と
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
二
○

一
九
（
令
和
元
）
年
度
は
、
改
正
入
管
法
に
よ
る
新
在

留
資
格
と
合
わ
せ
、
建
設
技
能
者
の
経
験
や
資
格
と
い

っ
た
情
報
を
記
録
・
蓄
積
す
る
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
の
本
格
運
用
も
始
ま
っ
た
。

日
本
人
や
外
国
人
を
問
わ
ず
、
現
場
で
働
く
技
能
者
が

誇
り
を
持
っ
て
建
設
業
で
働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
職

場
環
境
の
創
出
に
向
け
、
官
民
協
働
の
取
組
み
が
本
格

化
し
て
い
る
。

　

令
和
の
文
字
に
込
め
ら
れ
た
想
い
を
建
設
分
野
に
当

て
は
め
れ
ば
、「
建
設
産
業
で
働
く
人
々
が
心
を
寄
せ

合
う
中
で
、
新
た
な
建
設
文
化
が
生
ま
れ
育
つ
」
こ
と

へ
の
期
待
が
膨
ら
む
。
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
で
日
本
の
建

設
会
社
が
活
躍
の
場
を
広
げ
る
に
は
、
従
来
モ
デ
ル
や

固
定
観
念
に
縛
ら
れ
ず
、
異
質
な
も
の
を
認
め
、
受
け

入
れ
な
が
ら
新
た
な
文
化
を
は
ぐ
く
む
こ
と
も
必
要
だ

ろ
う
。

　

昨
今
の
国
際
社
会
で
は
大
国
を
中
心
に
ポ
ピ
ュ
リ
ズ

ム
（
大
衆
迎
合
主
義
）
が
席
巻
す
る
な
ど
、
他
を
思
い

や
り
、
心
を
寄
せ
合
う
雰
囲
気
が
薄
れ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
新
時
代
の
幕
開
け
を
機
に
、
建
設
産
業
も

多
様
な
価
値
観
を
認
め
合
い
な
が
ら
発
展
・
変
革
の
一

歩
を
踏
み
出
し
て
も
ら
い
た
い
。

は
平
成
か
ら
令
和
の
時
代
に
移
り
変
わ
っ
た
。

前
回
の
改
元
は
昭
和
天
皇
の
崩
御
を
受
け
た
急

場
の
対
応
と
な
り
、
国
全
体
が
喪
に
服
し
た
。
今
回
は

平
成
天
皇
の
退
位
が
一
年
以
上
前
に
決
ま
り
、
様
々
な

準
備
や
手
続
き
に
あ
る
程
度
時
間
を
か
け
る
こ
と
が
で

き
た
。
新
た
な
元
号
や
次
代
に
思
い
を
は
せ
る
余
裕
を

持
て
た
こ
と
が
前
回
と
大
き
く
異
な
る
点
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

　

改
元
の
一
カ
月
前
に
は
新
元
号
が
公
表
さ
れ
、
他
の

候
補
案
な
ど
選
考
に
関
す
る
情
報
も
積
極
的
に
開
示
さ

れ
た
。
令
和
の
出
典
に
な
っ
た
「
万
葉
集
」
は
、
一
、

二
〇
〇
年
前
に
編
纂
さ
れ
た
日
本
最
古
の
歌
集
と
し
て

知
ら
れ
る
。
全
二
〇
巻
か
ら
な
り
、
皇
族
や
貴
族
の
ほ

世


